
省エネルギー基準と高断熱

～21世紀は良い暮らしと脱炭素の両立を～
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１．脱炭素と省エネルギー（政治・社会の状況）

２．住宅・建築の省エネルギー基準（行政の状況）

３．高断熱と良い暮らし（省エネ・環境技術の発展と現状）

４．WOOD.ALCの熱容量と温熱環境（ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝなど）
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３．高断熱と良い暮らし
（省エネ・環境技術の発展と現状）

高断熱化は、省エネと良い暮らし（低温がなく、身体
の負担が軽くなる生活,well-being or wellness）をも
たらす。



HEAT20の高断熱グレード（目標水準）の動向
（日本の温暖地での高断熱住宅は何を物語るか？実は「良い暮らし」のためだ）

1 2 3 4 5 6 7 8

0.56 0.75

G1水準 0.38 0.46 0.48

G2水準

G3水準（未確定）

外皮強化基準 0.50

外皮性能の更なる強化

地域区分

0.46 0.87

0.34 0.56

　表　日本の各断熱水準におけるUA値(W/(㎡･K))の基準値(戸建住宅）
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建築物省エネ法（H28年政府基準）

HEAT20
委員会

政府の補助金
などの要件

断熱基準値(ＵＡ)の変遷

UA値とは
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日本の温暖地では省
エネ基準をはるかに
超える、高断熱の住
宅が多く建設されて
いる。



高断熱住宅の造り方
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開口部（窓）と外壁の高断熱化が効果的だ

想定した各部位のU値

UA＝U（熱貫流率）×A（面積）
÷A０（面積の合計）

UAを計算できるようになれば、高断
熱化のヒントが得られる。

建築物
省エネ法基準

HEAT20
G1水準

HEAT20
G2水準

HEAT20
G3水準

1F床 0.370 0.278 0.278 0.108 65.42

屋根・天井 0.247 0.247 0.185 0.157 67.91

外壁 0.479 0.337 0.259 0.128 144.79

開口部 4.650 2.330 1.900 1.300 32.20

合計 310.32

想定した熱貫流率（U）[W/(㎡･K)]
面積(A）

㎡
部位



エクセルシャノンの
樹脂サッシ・３層ガラス

Ｕ値＝0.8W/㎡K

外皮の高断熱化の実際
（外壁ダブル断熱と樹脂サッシ・３層ガラス）
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高断熱化＝サッシの断熱化・気密化

＋ガラスの多層化・低放射化・真空化

一条工務店のダブル断熱
Ｕ値＝0.2W/㎡K

硬質ウレ
タンフォ
ーム

硬質ウレ
タンフォー
ム

超高断熱窓SPG

U＝0.52W/㎡K



HEAT20における外皮断熱の効果の表現
～年間暖房負荷（省エネ）と最低体感温度（良い暮らし）で表示～
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① チャート上にUAの等
値線を描ける。

② 暖房方式別に傾きが
異なる直線となる。

環境・設備設計において
有用性が高いチャートで
ある。

大量のシミュレーション結
果から作成

良い暮らし性能(non-energy benefit)

省
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能
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体感温度（作用温度）とはおおむね
この温度を下回らないという意味。



「良い暮らし性能」のヴィジュアルな表示
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青色：体感温度＜15℃ の時間帯
G3では、部分間欠暖房でも、青がほとんど目立
たなくなる⇒暖かい G１



良い暮らし(Non-Energy Benefit)の事例
（温熱環境改修による血圧低下の効果）
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東京・埼玉地域
木造39棟（築20～60年）
居間の断熱・床暖房改修
血圧測定者52名（平均70才）

改修の概念図

改修前 改修後

52名全員の全日の平均

-4mmHg

改修後 改修後 改修後改修前 改修前 改修前

-1.9mmHg

-6.4mmHg -2.8mmHg

改修の効果が大きい住宅の16名の平均

健康長寿住宅エビデンス取得委員会の報告



断熱住宅が普及すれば、冬季死亡の増加率は低くなる
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冬季死亡増加率(％)

■12未満
■12以上14未満
■14以上16未満
■16以上18未満
■18以上20未満
■20以上22未満
■22以上24未満
■24以上

断熱住宅普及率
全国 23.9％程度

厚⽣労働省「⼈⼝動態統計2014年」
都道府県別・月別からグラフ化

総務省「住宅・⼟地統計調査2008」
を地図化
（二重サッシ又は複層ガラス窓の
ある住宅数）／（居住世帯のある
住宅総数）

冬季死亡増加率
全国 17.5％

冬
季
死
亡
増
加
率
（
％
）

⾼断熱住宅普及率（％）

断熱住宅の普及が疾病予防・
介護予防に寄与する可能性が
示唆される。

出典：伊香賀俊治（慶大）



「暖かな室温が健康に好影響」は世界の常識
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世界保健機関(WHO)も健康を守る
室温として18℃を推奨した。

温暖地の建物は断熱性が低いため冬の室温が低
いが、欧州では国民の健康を守るため、それを改
善しようという動きが現れはじめた。

日本は17.5%



戸建住宅なら、屋根面
積の比率が高いので、Ｚ
ＥＨは容易。

ＺＥＨ※も省エネと太陽光発電によって達成される
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●Ａ≦ＢならＺＥＨ
●0.75×Ａ≦Ｂでも

Nearly ＺＥＨ

②
①

（調理・情報など）

①十分な省エネ化(高断熱外皮＋高効率設備)

②屋根置きの太陽光パネルによる発電

６地域の戸建住宅の場合

※その他（家電や厨房）のエネルギーは対象外。

※ＺＥＨ=ネット・ゼロ・
エネルギー住宅



高断熱に加えて室内空気の循環が必要である
（良好な温熱環境は高断熱化だけでは不十分）
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「高断熱＋全館空調システム」によって実現される

建物全体が
良好な温熱環境

高断熱外皮

＋ ＝

室内空気の循環



住宅全館空調の時代が到来した
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